
『観
念
法

門
』
に
引
用

さ
れ

た

『般
舟

三
昧
経
』成

瀬

隆

純

善
導

の
浄
土
教
思
想
は
、

一
般
に
は

『
観
経
疏
』
の
中
に
す

べ
て
述

べ
つ
く

さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
事
実
大
師
自
身
こ
の
疏
の
終
り
に

某
今
欲
下出
二此
観
経
要
義
一楷
甲定
古
今
上…
…
一
句
一
字
不
レ可
二加
減
殉
欲
レ

(
1
)

写
者

一
如
二経
法
殉

と
記
し
て
い
る
ご
と
く
、
自
己
の
教
理
に
対
す
る
自
信
の
程
が
う
か
が

わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
完
成
さ

れ
た
教
理
か
ら

は
、
僧
伝
等
に
記
述
さ
れ
て
い
る
、
無
数
の
善
男
善
女
か
ら
渇
仰
さ
れ

た
生
き
た
善
導
像
を
見
出
す
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
り
、
大
師
自

身

「
罪
悪
生
死
ノ
凡
夫
」
と
深
く
自
己
反
省
を
さ
れ
、
ま
た
、
自
分
と

同
じ
有
縁

の
凡
夫
が
救
済
さ
れ
る
道
を
求
め
続
け
た
善
導
像
は
、
か
え

つ
て
、
各
種
の
往
生
伝
や
、

い
わ
ゆ
る
行
儀
分
の
書
の
中
に
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
行
儀
分
四
書
の
中
か
ら
、
そ
の
成
立
が
比
較
的
早
い
と

み
な
さ
れ
て
い
る

『観
念
法
門
』
を
選

び
、
そ

の
中

の

『
般
舟
三
昧

経
』
の
引
用
の
さ
れ
方
を
み
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る

善
導
の
浄
土
教
思
想
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の

『
観
念
法
門
』
に
は
、
こ
れ
か
ら
問

題

と
す

る

『
般

舟
三
昧

経
』
を
含
め
て
、
十
四
の
経
典
名
を
出
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
は
、
ま

た
、
師
の
道
紳

の

『
安
楽
集
』
に
そ
の
名
が
す

べ
て
見
え
て
い
る
こ
と

か
ら
し
て
、
善
導
は
明
ら
か
に
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
『
観
念
法
門
』
に
は

『
般
舟
三
昧
経
』
の
引

用
は
、
た
だ

の
四
回
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
引
用
の
仕
方
に
は
重
要
な
意
味
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

般
舟
三
昧
経
請
問
品
明
七
日
七
夜
入
道
場
念
仏
三
昧
法

と
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
実
は
、
現
本
の
い
わ
ゆ
る

一
巻
本
般
舟
三

昧
経
の
問
事
品
と
行
品
か
ら
の
引
用
で
あ
つ
て
、
こ
こ
に
は
か
な
り
の

分
量
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
重
要
な
こ
と
は
、
善

導
は
自
分
の
教
理
を
立
証
す
る
た
め
に
こ
の
経
典
を
用
い
て
い
る
の
で

は
な
く
し
て
、
凡
夫
往
生
の
実
践
の
経
典
と
し

て
こ
れ
を
用
い
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も
と
も
と
、
こ
の

『
般
舟
三
昧
経
』
は
東
晋

の
盧
山
慧
遠
が
自
か
ら

の
宗
教
実
践
に
用
い
、
以
来
、
天
台
智
顕
も

『
摩
詞
止
観
』
巻
第
二
に

『
観
念
法
門
』

に
引
用
さ
れ
た

『
般
舟
三
昧
経
』

(成

瀬
)
 

二
五
五
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(
1
)

説
く
、

常
行
三
昧

の
実
践
経
典
と
し
て
用
い
て
お
り
、
道
緯

の

『
安
楽

集
』
、
迦
才
の

『
浄
土
論
』
に
も
そ
れ
ぞ
れ
引
用
さ
れ

て
い
る
。
し

か

し
、
慧
遠
や
智
顕
の
場
合
は
、
凡
夫
往
生
の
た
め
で
は
な
く
、
三
昧
発

得
の
た
め
で
あ
り
、
ま
た
、
道
紳
、
迦
才
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

理
を
説
明
す
る
た
め
に
引
用
さ
れ
た
の
で
あ

つ
て
、
実
践
的
な
用
い
ら

れ
方
は
し
て
い
な
い
。

た
だ
、
こ
の
場
合
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
善
導
が
、

一
巻
本
の

『
般

舟
三
昧
経
』
を
用
い
た
の
に
対
し
、
道
練

・
迦
才
は
智
顕
と
同
じ
三
巻

本
の

『
般
舟
三
昧
経
』
を
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、

一
巻

本
の
行
品
に
の
み
見
ら
れ
る

「当
念
我
名
」
と
い
う
句
を
受
け
て
、
道

緯
は

「
常
念
二我
名
こ
、
迦
才
は

「常
当
三
専
念
二仏
名

一」
と
い
う

一
句

(
3
)

を
わ
ざ
わ
ざ
附
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
推
し
て
い
え
ば
、
『般
舟
三
昧
経
』
の
行

品
に
説
く

内
容
、

と
く
に

一
巻
本

の

「
当
念
我
名
」
と
い
う

一
句
が
当
時
の
浄
土

教
関
係

の
人
た
ち
に
と
つ
て
、
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

善
導

が
こ
の

『
観
念
法
門
』
中
に

『
般
舟
三
昧
経
』
を
実
践
経
典
と

し
て
用

い
る
に
到

つ
た
理
由
と
し
て
、
先
学
は
天
台
智
顕
の

『
摩
詞
止

(
4
)

観
』
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
善
導
は
智
顎
と
異
な
り
布

教
対
象
を
自
分
と
同
じ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
と
み
て
い
る
。

た
だ

の
一
人
で
、
九
十
日
を

一
期
と
し
て
常
行

三
昧

を
行

う
こ
と

は
、
機
根

の
劣

つ
た
も
の
、
あ
る
い
は
、
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
て
い

る
人
々
に
と
つ
て
は
、
極
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
を
考
慮

し
て
、
善
導
は
数
人
の
修
行
者
が
自
か
ら
の
家
業
の
軽
重
を
量

つ
て
、

一
月
を
四
分
し
て
、
そ
の
中
の
任
意

の
七
日
間
を
唯
坐
唯
立
し
て
行
う

修
行
を
勧
め
て
い
る
。

こ
れ
は
天
台

の
い
う
常
行
三
昧
に
比
べ
て
、
は

る
か
に
易
行
的
な
修
行
方
法
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
本
来

「十
方
諸
仏
悉
在
前
立
三
昧
」
と
い
う
、
高
度
な

三
昧

の
発
得
を
目
的
と
し
て
説
か
れ
た
こ
の
経
典
を
、
凡
夫
相
応
の
往

生
経
典
と
み
な
し
て
、
自
か
ら
の
浄
土
教
の
実
践
を
説
く
こ
の

『
観
念

法
門
』
に
引
用
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
こ
と
は
、

こ
の
経
典
を
引
用
す
る
に
あ
た
つ
て
、
経
に
全
部
で
八

箇
所
あ
る

「
菩
薩
」
と
い
う
語
句
を
、
五
箇
所
に
わ
た
つ
て
、
「
衆
生
」
・

(
5
)

「学
者
」
・
「
四衆
」
と
書
き
改
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
、
『観
念
法
門
』
で
は
、

般
舟
三
昧
経
請
問
品
明
七
日
七
夜
入
道
場
念
仏
三
昧
法

と
い
う
見
出
し
を
示
し
て
か
ら

『
般
舟
三
昧
経
』
の
引
用
が
始
め
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
似
た
見
出
し
の
示
し
方
は
他
に
た
だ

一

箇
所
し
か
な
い
。

す
な
わ
ち
、
本
書
の
後
半
の
部
分
に
あ
る

仏
説
観
仏
三
昧
海
経
密
行
品
第
十
二
巻
第
十

と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
ま
、
後
者
に
つ
い
て
、
良
忠

の

『
観
念
法
門
私
記
』
巻
下

の
注
を

参
照
す
る
と
、

こ
こ
に
経
題
が
詳
し
く
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
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て
、何

費
三
言
論
哨
亦
不
レ
似
レ
常
。

答
、

上
明
二
繊
悔
滅
罪
法

哨
今
明
三
二
昧
行
儀

殉

(
6
)

所
釈
法
門
其
義
異
故
、
錐
二是
同
経
一更
挙
二具
題
殉
又
未
レ測
二知
大
師
深
意
殉

と
疑
問

を
投
じ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
良
忠
が

「
上
明
二俄
悔
滅
罪
法
画

今
明
二
三
昧
行
儀
こ

と
答
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
善
導
自
身

が

『
観
念
法
門
』
中
に
、

又
以
二此
経
-
証亦
是
繊
悔
至
誠
方
法
。
応
レ知
一
切
経
内
皆
有
二此
文
哨
不
レ

(
7
)

可
ニ広
録
殉
今
略
二抄
三
部
経
引
以
示
二後
学
嚇
除
二不
至
心
殉

と
述

べ
て
い
る
ご
と
く
、

い
ま
問
題

の

『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
引
用
部

分
中
に
も
、
本
来
、
繊
悔
滅
罪

の
法
が
説
か
れ
て
い
る
べ
き
で
あ
る
の

に
、
そ
れ
が
説
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
を
良
忠
は

「今
明
三
二
昧

行
儀
一
」
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
『
観
念
法
門
』
中
の

「
今
略
二抄
三
部
経
引
以
示
一後
学

こ

と

い
う
点

に
つ
い
て
、
同
じ
く
良
忠

の
注
を
み
る
と
、

略
二
砂
三
部
経
一者
。
問
、
上
所
レ引
観
仏
大
集
二
経
。
如
何
結
二三
部
一耶
。

答
、
前
二
経
上
、
加
二木
櫨
経
画
総
結
三
二
部
殉
又
於
二観
仏
経
中
嚇
引
二繊
悔

文
一以
為
一二
部
哨
引
二密
行
品
哨
亦
為
一二
部
画
更
加
二大
集
哨
合
為
二三
部
殉

(
8
)

如
レ
云
三法
華
本

為
二
二
経
殉

と
注
釈
し
て
、
や
や
牽
強
な
解
釈
を
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
日
経
題
が
詳
し
く
与
え
ら
れ
過
ぎ
て
い
る
こ
と
。
口
引

用
さ
れ
た
経
文
の
内
容
に
、
繊
悔
滅
罪
の
法
を
説
い
て
い
な
い
こ
と
。

 日
三
部

の
経
の
数
え
方
が
明
確
で
な
い
こ
と
。
以
上
の
三
点
か
ら
考
え

る
に
、
『観
仏
三
昧
海
経
』
の
引
用
の
中
、
「仏
説
観
仏
三
昧
海
経
密
行

品
第
十
二
巻
第
十
」
か
ら

「名
二観
仏
三
昧
海

亦
名
二念
仏
三
昧
門
画

亦
名
二諸
仏
妙
華
荘
厳
色
身
経
画
汝
好
受
持
、

慎
勿
二忘
失
こ

に
至
る

部
分
は
、
現
本
の

『
観
念
法
門
』
に
置
か
れ
て
い
る
位
置
が
違

つ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
く
る

の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
先
き
に
述
べ
た
ご
と
く
、
こ
の

『観
念
法
門
』
中

で
、
経

題
の
与
え
ら
れ
方
が
類
似
し
て
い
る

「般
舟
三
昧
経
請
問
品
」
の
引
用

部
分
と
、
「
仏
説
観
仏
三
昧
海
経
密
行
品
」
の
部
分
の
経
文

の
引

用

の

仕
方
の
特
徴
を
調
べ
て
み
る
と
、
両
者
と
も
、

他

の
引
用
例
に
比
し

て
、
比
較
的
長
く
経
文
を
引
い
て
い
る
と

い
う

こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
『般
舟
三
昧
経
』
に
つ
い
て
み
る
と
、
般
舟
三
昧
を
得
た
う
え
で

見
仏
す
る
仏
を
説
明
し
て
、
遠
く
離
れ
た
三
人

の
女
性
に
夢
の
中
で
会

う
響
喩

の
部
分
と
、
引
用
部
分
の
最
後
に
若
干

の
省
略
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
『観
仏
三
昧
海
経
』
に
つ
い
て
み

る
と
、
「
是
名
二功
徳
蔵
こ

と
い
う
語
句
と

「
仏
告
二阿
難
哨
此

経
名
二

繋
想
不
動
こ

の
語
の
間
に
五
つ
の
響
喩
を
省
略
し
、
『
般
舟
三
昧
経
』

の
揚
合
と
同
様
、
引
用
部
分
の
最
後
に
省
略
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

他
は
殆
ん
ど
原
経
典
に
忠
実
に
経
文
を
引
用
し
て
い
る
と
い
え
る
。
実

は
、
こ
の
こ
と
は

『
観
念
法
門
』
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
で
あ
つ
て
、

他
の
多
く
の
場
合
は
、
経
典
に
説
く
内
容
の
意
味
を
と
つ
て
、
概
略
引

用
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、
二
経

の
引
用

方
法

に

『
観
念
法
門
』
に
引
用

さ
れ
た

『
般
舟

三
昧
経
』
(成

瀬
)
 

二
五
七
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は
、
少
な
か
ら
ぬ
類
似
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
特
徴
と
し
て
指
摘
さ

れ
る
。

こ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て

『
観
念
法
門
』
の
本
文

の
最
初
の
部
分
に
つ

い
て
み

る
と
、
「依
二観
経
桶明
二観
仏
三
昧
法
こ

と
標
題
し

て
、
観

仏

の
方
法
を
述
べ
て
い
る
が
、
実
は
、
そ
の
内
容
は
本
文
中
に

「如
二観

仏
三
昧
経
説
こ

と
明
記
さ
れ
る
ご
と
く
、
お
も
に

『
観
仏
三
昧
海
経
』

に
よ
つ
て
い
る
。
善
導
は

『
観
経
疏
』
の
中
で

「今
此
観

経
、
即
以
二

(
9
)

観
仏
三
昧
一為
レ宗
、
亦
以
二念
仏
三
昧
一為
レ
宗
」
と
い
う
よ
う
に
、
『
観

経
』
を
も

っ
て
観
仏
三
昧
と
念
仏
三
昧

の
経
典
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら

し
て
、
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を

『
観
経
』
を
補
う
経
と
し
て
重
用
し

て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
観
仏
三
昧
を
し
て
念
仏
三
昧
と
同
等
の

重
み
を
与
え
て
い
る
と
見
ら
れ
よ
う
。

な
お
、
天
台
智
顕
の

『
摩
詞
止
観
』
巻
二
で
常
行
三
昧
を
説
く
中

に
、
観
仏
に
つ
い
て
、

三
月
常
念
レ仏
。
云
何
念
。
念
二三
十
二
相
殉
従
二足
下
千
輻
輪
相
画
一
一
逆

縁
念
二諸
相
乃
至
無
見
頂
殉
亦
応
下従
二頂
相
一順
縁
乃
至
中千
輻
輪
か
令
三我
亦

(
1
0
)

逮
二是
相
殉

と
述

べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
影
響
か
ら

『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
説

く
、
観
仏
の
方
法
を
本
書
に
略
説
し
た
と
推
測
し
得
る
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、

善
導
が
こ
の

『
観
念
法
門
』
を
著
わ
す
に
あ
た
つ
て
、
ま
ず
、

観
仏
三
昧
を
説
く

『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
名
を
出
し
、
次
に
、
念
仏
三

昧
を
説

く

『
般
舟
三
昧
経
』

の
経
名
を
掲
げ
た
と
し
て
も
、
何
ら
不
自

然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
両
経
か
ら
の
引
用
方
法
の
類
似
性
、
引
用
部
分
の
経
文

の
内
容
、
両
経
を
並
置
し
た
と
き
の
文
章
の
構
成

の
落
ち
着
き
か
ら
い

つ
て
、
「
仏
説
観
仏
三
昧
海
経
」
で
始
ま
る
引
用
部
分
は
、
そ

つ
く
り

『
観
念
法
門
』
の
冒
頭
部
分

へ
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

も
し
、
こ
の
推
論
に
し
て
大
過
な
け
れ
ば
、

こ
の

『
観
念
法
門
』

一

書
は
、
善
導
が

『
観
経
』
に
説
か
れ
た
内
容
を

『観
仏
三
昧
海
経
』
・

『
般
舟
三
昧
経
』
を
用
い
て
、

一
切
往
生
人
が
実
践
で
き
る
よ
う
、
天

台
智
顕
の
常
行
三
昧
、
半
行
半
坐
三
昧

の
説

を
援

用
し
て
、
観

仏
三

昧
、
念
仏
三
昧
を
主
意
と
し
て
撰
述
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

1
 
浄
土
宗
全
書
二
、
七
二
-
七
三
頁
。

2
 
大
正
四
六
、
一
二
頁
、
下
。

3
 
浄
土
宗
全
書
一
、
二
四
頁
。
浄
土
宗
全
書
六
、
六
五
〇
頁
。

4
 
望
月
信
亨

「善
導
大
師
の
著
書
よ
り
見
た
る
教
系
」

藤
原
幸
章

「善
導
浄
土
教
と
天
台
智
顕
」

5
 
浄
土
宗
全
書
四
、
二
二
四
-
二
二
六
頁
。

6
 
浄
土
宗
全
書
四
、
二
七
四
頁
。

7
 
浄
土
宗
全
書
四
、
二
四
〇
頁
。

8
 
浄
土
宗
全
書
四
、
二
七
五
頁
。

9
 
浄
土
宗
全
書
二
、
三
頁
。

1
0
 大
正
四
六
、
一
二
頁
、
中
。
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